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ユリ新品種 `愛媛農試 FLl号 'の育成と特性

栗坂信之

Characters of a New Lily Cultivar `Ehimenoushi FL l Gou'

Bred from Z′ ′′γ″×/ar″οわ″gο and Z.× θ′ιgα″s

KURISAKA Nobuyuki

要   旨

シンテ ッポウユ リ `雷 山2号 'と アジアティックハイブ リッ ド `ネ ロネ 'と の種間交雑か ら,花柱切断受粉法に

より547個 の雑種胚珠 を獲得 した。これ らの胚珠 を培養することにより,67個 体を温室内に定植 した.開花 した個

体か ら,花色が穏赤紫色,花形はシンテ ッポウユ リと同 じ筒咲きのテ ッポウユ リ型で上向きの系統を選抜 した。名

称を `愛 媛農試 FLl号 'と し,種苗法に基づき2004年 10月 に品種登録申請 したところ,2007年 3月 に登録が認め

られた。

キーワー ド: シンテ ッポウユ リ,ア ジアティックハィブ リッ ド,種間交雑 ,花柱切断受粉法,胚珠培養 ,

品種育成

1.目 的

愛媛 県 にお け るユ リの栽培 面積 は 1,810a,生 産

額 は 4億 5千 万 円 (2007年 産 )と 切 り花 のなかで

はバ ラに次 ぐ第 2位 の品 日で あ る (愛 媛 県農 産 園

芸課 ,2007).ユ リは柑橘 か らの転作や水 田転換 作

物 と して生産 が増加 し,今 後 も増 産 が期 待 で き る

重 要 な品 目で あ る.し か し,国 内で栽 培 され てい

るユ リの 90%は 輸入球根 で ,ほ とん どは海 外 で育

成 され た品種 で あ る.こ の こ とは,全 国 で ほぼ同

じ品種 が栽 培 され てい る こ とを意 味す る。 この た

め,県 独 自の新 品種 を育成 す る こ とは ,他 産 地 と

の差別化 が 図 られ ,ユ リの生産振興や 産 地 の拡 大

に貢 献 で きる と考 え られ る。

シンテ ッポ ウユ リ (夕 ′J“ ″ × /ο″″ο′ο″gο )は ,

花形 が 日本原 産 のテ ッポ ウユ リ (Z.′ ο′gびわ″
““

)

と同 じ筒咲 きのテ ッポ ウユ リ型 で ,種 子 か ら約 6か

月 で開花す る特徴 を持 つ が ,花 色 が 自だ けで あ る

た め用途 が 限定 され てい る。一方 ,ア ジアテ ィ ッ

クハ イ ブ リッ ド (z.× θ′θgα″s Thunb.)は ,ス カ シ

ユ リ (z.″ αc“ ′α′
"″

Thunb.)の 交雑 種 で ,花 色

が 自,黄 ,橙 や 赤 と豊 富 で あ るが ,花 形 は花被 片

の間 に隙 間が あ る。 また ,開 花す るまで に球根 を

2か ら 3年 養成 す る必 要 が あ る。

そ こで愛媛 県農 林 水 産研 究所 (旧 愛媛 県農 業試

験 場 )で は ,通 常 の 方 法 で は 交 雑 不 可 能 な シ ン

テ ッポ ウユ リとア ジアテ ィ ックハィ ブ リッ ドの種

間交雑 に よ り,こ れ まで の品種 にな い有色 ,上 向

き で テ ッポ ウユ リ型 の 特 徴 を持 っ た `愛 媛 農 試

FLl号 '(愛 称 :レ ッ ドキ ャン ドル )を 育成 したの

で ,そ の概 要 を報告す る。

なお ,本 品種 は農 林水産省 に品種登録 (登 録番 号

第 15101号 ,2007年 3月 15日 付 け)し て い る。

2.育 成 の 経 過

シ ンテ ッポ ウユ リとア ジアテ ィ ックハィ ブ リッ

ドとの交雑 は種 が異 な る遠 縁 交雑 に あた るた め ,

通 常 で は雑種胚 を獲得 す る こ とが 出来 ない。ユ リ

属 の遠 縁 交雑 で は,花 柱切 断受粉法 (浅 野 。明道 ,

1977)(図 1)に よる雑種個体 の獲得や 品種 育成 が

多数 報告 され てい る (浅 野 。明道 ,1978;Asano,
1980;Kanoh・ Hayashio Scrizawa・ Konishi,
1988;松 本 。岡藤 。光永 。中村 ,1998;光 永・岡藤・

松本 ,1996;岡 田・内 山・野町・松本 ,1996;岡 田。

新 田。松本 ,2001;岡 崎 。馬場 。浦 島・り|1田 。国重 。村

上 ,1992;鈴 木・庄子 ,1992;鈴 木 。庄子 ,2001;
光永・尾 関 。岡藤・山本 。松本 ,2002)。 そ こで本 報
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で も,雑 種個 体 の獲得 には花柱切 断受粉法 を,雑

種胚 の救助 と生育 には胚珠培養 を用 いた .

す なわ ち,1997年 9月 に シ ンテ ッポ ウエ リ `雷

山 2号 'の 子房 H4個 にアジアテ ィ ックハイ ブ リッ

ドの濃赤 色 品種 `ネ ロネ 'の 花粉 を花柱切 断受粉

法 に よ り交雑 した。交雑約 60日 後 ,こ れ らの子房

よ り547個 の胚珠 を摘 出 し,MS培 地 (Murashigc・

Skoog,1962)に 置床 した .な お ,MS培 地 には シ ョ

糖 3%,ナ フチル酢酸 (NAA)0.001mg/Z,寒 天

0.8%を 加 えた .培養 条件 は室温 25℃ ,日 長 16時

間 ,照 度 3,000Lxと した (写 真 1)。

発 芽 ,生育 した 67個 体 を 1998年 3月 に順 化・鉢

上 げ し,温 室 内で育苗 した。同年 9月 か ら 5℃ で貯

蔵 し,12月 に温室 内に定植 して ,花 色や花形 な ど

の開花特性 か ら優 良個 体 を選抜 した。未 開花 の個

体 は翌年 球根 を堀上 げ ,低 温処理 後 同様 に温室 内

に定植 し,こ れ を繰 り返 した。 1999年 9月 まで 2

表 1 `愛媛農試FLl号 'の特性

花柱の切断面

に花粉を授粉

図 1 花柱切断受粉法の模式図

年 間 に開花 した 37個 体 よ り 3個 体 を一次選 抜 し

た .二 次選抜 のた め 9月 に球根 を堀上 げ ,5℃ で貯

蔵後温室 内に定植 し,2000年 9月 まで に系統選抜

を行 い ,優 良な 2系 統 を選抜 した。同年 12月 ,同

様 に して低 温処理 した球根 と りん片挿 しに よ り増

殖 した球根 をガ ラス温室 内に定植 し,2001年 4月

に特性 調査 を行 い ,97‐ 455を ユ リ `愛 媛 4号 'と

した 。以後 ,生産力試験や 現地試験 を行 い,2004

年 10月 8日 に `愛 媛農試 FLl号 ' として品種登録

出願 した。

3.特 性 の 概 要

`愛 媛農試 FLl号 'は 花色 が穏赤紫色 ,中 輪 で花

径 は約 125mm,花 向 きは約 35° のテ ッポ ウユ リ型

で切 り花 向 きの 品種 で あ る。花被 片 の 内花被 に濃

赤紫色 の小 さな斑 点 を約 15個 生 じる.柱頭 は緑 ,

品 種     交配組合せ

♀×♂

花色   花形 花数  花向
y

(° )

花茎  開花

(mm)  日

草丈  その他

(cm) 特 性

花序

形状Z

愛媛農試FLl号  雷山2号 ×ネロネ 穏赤紫 テッポウユ リ  3 3

4

3

38

23

27

127    4/17

151   5/10

120   8/12

141  柱頭緑 /花柱紫

111

125  露地栽培デー タ

ネロネ

雷山2号

暗赤  スカシ     3
白   テッポウユリ  3

Z:花序形状は下図を参照 Y:角度が小さいほど,上向咲きとなる

，Ψ小‐（
`雷 山2号 'は同年4月 27日
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花柱 は赤色 で あ る。お は黄色 ,花 粉 は黄褐 色 で ,花

粉 量 はやや 少 ない。 シ ンテ ッポ ウユ リに似 た甘 く

弱 い香 りが あ る.12月 下旬 か ら 1月 上旬 にガ ラス

温 室 内 に 定 植 す る 促 成 栽 培 で は ,草 丈 は 約

140cm,葉 は楕 円形 で両親 の 中間型 を示 し,光 沢

を有す る (表 1,写真 2)。 種子 はほ とん ど形成 し

な い た め ,繁 殖 は りん 片挿 しの栄 養 繁 殖 (渡 辺 ,

1988;坂 本・永井 。滝 ,1996)で ,り ん片 あた り2.2

個 の子球 を形成す る (表 2,写真 3).り ん片 の色

は 自で あ る。

表2 りん片挿しにおける子球形成数

品 種 名 愛媛農試 FLl号 雷山2号

2.2Z

Z:り ん片1枚あたりの子球形成数

球根 は 5℃ ,10週 間 の低 温処理 で休 眠 が打破 さ

れ る。促成栽培 では最低 温度 を 8～ 10℃ で管理 す

る と,12月 下旬 の定植 で 4月 上旬 に開花 ,1月 中

旬 の定植 で 4月 中旬 の開花 とな る。無加 温 また は

最低温度 4℃ の温室 に 9月 中旬頃定植 す る と,年 内

に開花す る.露地栽培 では,H月 下旬 定植 で 5月

中旬 に開花 ,2月 上旬定植 で 5月 下旬 に開花す る。

また ,球 根 を 5℃ で長期 冷蔵 した球根 を 5月 下旬 に

露 地 に定植 す る と,7月 下旬 に開花 す る (図 2)。

表 3に 示 す よ うに,花 数 は球根 の大 き さの影 響

を受 け る.2003年 の促 成栽培 では球周 が 12.6cm

以上 の球根 で花数 が 3.4個 ,草 丈 は 118cmお よび

正 品率 は 90%,8.8か ら 12.6cm球 根 で 2.1個 ,

H8cm,70%,6.3か ら8.8cm球 根 で 1.1個 ,93cm,

7%で あつた。通 常 ,12か ら 14cmの 球根 を用 い る

ア ジアテ ィ ックハイ ブ リッ ドの既 存 品種 よ りも小

さい球根 で栽 培 が可能 で ,小 球 開花性 に優れ る。

表 3 `愛媛農試 FLl号 'の球根サイズと花数及び草丈との関係

球根サイズZ

4.適 地 と栽 培 上 の 留 意 点

`愛 媛農試 FLl号 'の 普及地域 は ,促 成栽 培 では

温暖 な平 坦 地域 ,露 地栽 培 は 中 山問 地域 で あ る。

球根 が小 さ くな る と正 品率 が低 下す るの で ,営 利

栽培 で は球周 が 9cm以 上 の球根 を使 用す る必要 が

あ る.ま た ,草 丈 は露 地栽培 で は促 成栽培 に比 ベ

やや低 くな る傾 向が あ る。

普及 上 の問題 点 と して ,球根 の冷凍 処理 適応 性

や低温要 求性 な ど生理 的特性 を明 らか に し,抑 制

栽培 な ど新 た な作型 を開発す る必要 があ る.ま た ,

愛媛 県農 林 水産研 究所 で は原 々種 とな る ウイル ス

フ リー苗 を増殖 中で あ るが ,栽 培 用球根 の増殖 と

養成 を行 う生産 システ ムの構 築 が必 要 で あ る。
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12以 上

花数 草丈 正品率

9‐ 12

花数 草丈 正品率   花数

6‐9

草丈 正品率

2002銅「
20034「

2.3   141

2.1  118

3.6r  143χ    100″

3.4   118    90

1.1   122    13

1.1    93      7

Z:球周 (cm)Y:花数 (個 )X:草 丈 (cm)

W:花数が2個以上で草丈が 80cm以 上の可販割合 (%)
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Abstract
Lilium interspecific hybrids between Lilium x formolongo, 'Raizan 2 Gou' , and L.x

elegans, 'Nerone', were conduced using the cut-style pollination method and the ovule
culture on MS medium. A new lily cultivar 'Ehimenoushi FL I Gou'(alias:Red Candle)
was bred from flowered 67 hybrids. The characters were as follows. Flowers were the
trumpet type, bloomed upward, and the petal color was dark red.

Key words : Lily , interspecific hybrid , cut-style pollination method , Ovule cultivar ,

breeding
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図 2`愛媛農試 FLl号 'の代表的な作型

作   型 8月  1 9月  :10月  : 11月  : 12月  : 1月  : 2月  : 3月  : 4月  1 5月  : 6月  1 7月 備 考

2か ら2月 出社 球根燿ムJI球根冷蔵5℃ 無加温栽培

1か ら 4月 出荷

球根堀上

|・

・
・

・
・

・ 1.琴瑠醸 ■11

6か ら 7月 出荷

い職場上J

＼|＼

輪

雨よけ栽培が望ま し

い

りん片挿 しによ

る球根増殖

瑕

1球根堀上 瘍

期

　

Ａ

Ｂ

ｃ

Ｄ

Ｅ

写 シンテ ッポ ウユ リとアジアティックハィブ リッ ドとの種間交雑の子房 と胚珠培養の様子

交雑 60日 後の子房 (矢日Jの 膨らんだ部分に雑種胚珠がある)

果皮を取り除いた子房 (矢印の緑の濃い部分に雑種胚珠がある)

雑種胚珠 (矢印は雑種胚を示す)

胚珠培養 (矢 印は発芽した個体を示す)

雑種の幼植物体
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写真 2 `愛媛農試 FLl号 'の 開花状況

写真 3 `愛媛農試 FLl弓 'の りん片に形成した子球
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